


























使用 した業務体制 に移行 し、液体ヘ リウムの供給に関 しては下記の ようになってお りますので、宜 しく
お願い致 します。なお、液化装置の稼動に伴いまして、液体窒素 も新設 タソクを利用 した供給 に変更 し
てお りますので、液体窒素利用者の方々 も宜 しくお願い致 します。
記
吹田分室からの液体ヘ リウム供給形態を、従来の大 口供給、小 口供給の2分 類か ら、次の3分 類 に変
更します。供給価格 も記載 のように変更 しますが、容器の冷却状態、ヘ リウムガスの回収状態等により
別途付加料金が加算 され ます。
◎大 口供給A(液 のみの供給)
各研究者、各研究室保有の容器 を低温 セソターに持 ち込み、それに液体ヘ リウムを充填 して供給を
行 なうもの。
・申込方法 管理室 まで申 し込み用紙 を提 出。
・申込期限 供給 を受けたい日の前 日午後4時 まで。
ただ し、低温セ ソターからの供給能力を超 える分の申し込みは、お断 りをす ること
にな りますので、供給を受けたい 日が決まりましたら早めにお申 し込み下 さい。
・供給価格1リ ッ トル300円。
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・供給量の算出方法 容器持 ち込み時 と引 き渡 し時の液量の差。
◎大 口供給B(容 器 の貸出 しを含む)
低温セソター保有の容器に液体 ヘ リウ云を充填 して、容器 ごと供給を行 なうもの。
・申込方法 管理室 まで申 し込 み用紙を提出Q
・申込期限 供給を受けたい 日の前 日午後4時 まで。
ただ し、低温センターか らの供給能力を超える申 し込みがあった場合、 もしくは、
貸出す容器の手配 が出来ない場合は、お断 りをす ることになりますので、供給を受け
たい貝が決 まりました ら早めにお申 し込み下 さいQ
・供給価格1リ ッ トル500円。∵
・供給量の算出方法 容器 を引き渡 した時 と返却時の液量の差。
◎小 口供給(セ フルサー ビス)
実験用 クライオ・タ・ トを低温 セ・タ逃 持ち導み・セ・タ納 のヘ リウ熔 器か らセ・レフサービ
スで汲み出す供給。
・申込方法 ホワイ ドボー ドへ予定 を記入 し、申 し込み用紙 を提 出する
'申込期限 供綴 け畑 嘲 筆4時 蜘
・供給価格1リ ットル800円 。
・供給量の算出方法 、液体今 リウムを汲 み入れ七始めてから終了す るまで使用量。
●付加料金
○予冷寒剤料
容器内部が充分に冷却 されていない状態で低温セ ソターに持 ち込 まれた容器を、液体ヘ リウムが
充填で きる状態まで冷却するに必要 とした液体窒素、ヘ リウムの代金を予冷寒剤料 として徴収する
。液体窒素分は別途供給扱いとし、液体 ヘ リウム分は供給料に上乗せ して徴収する。
○損失 ガス料
供給 した液体ヘ リウムの うち、気化 したヘ リウムガスで低温セ ソターまで返却で きなかった損失
分を損失 ガス料 として、年度末に集計 して徴収す る。
'算定単価は
、1リ ッ トル(液 体、4.2K)=0.7㎡(気 体、室温)=1,080円 とする。
(注)
・1年 後 を目処に、新液化装置による供給原価を算定 し、価格の改定 を行 う予定 にしてお ります。
・損失ガス料 は吹 田分室のヘ リウムガス購入価格によって随時変動 します。
・そ の 他 、 ご不.明 な 点 な ど あ り ま した ち 、 液 体 ヘ リ'ウ ム 供 給 担 当 牧 山(内 線3965
)ま で問い合わせ下 さいQ
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